
1.　はじめに

社会情勢が大きく変化する中，若者人口が減少
し労働力不足が顕著となる「2040 年問題」や，
新型コロナウイルスなど感染症拡大防止の観点か
ら「新たな日常（ニューノーマル）」への対応が
急務であり，公共インフラ分野においても「ICT
技術に対応する人材の育成」や「働き方改革の推
進」などが課題となっています。
これらの課題の解決に向けて，本市では令和 4
年 4 月に「公共工事関係部署のDX推進プラン」
を策定し，様々な取組を進めており，その中から
「i-Construction の推進」について紹介させてい
ただきます。

2.　‌‌「公共工事関係部署のDX推進‌
プラン」の概要

本プランは，令和 3年 12 月に策定した本市の
DXの指針である「北九州市DX推進計画」のも
と，「インフラ分野のDX」固有の課題を踏まえ，
具体的な取組を明示し，実践するために策定しま
した（図－ 1）。
ビジョンには，「公共インフラにおける課題を
デジタル技術を活用し解決するため，官民連携で
人材を育成し，生産性向上や働き方改革に公共工
事関係部署で取り組み，市民ニーズに迅速かつ的
確に対応する」を掲げ，「i-Construction 研修の
受講者数」や「オンライン会議の実施率」などを

「公共工事関係部署の DX 推進プラン」に
基づく i-Construction の推進について
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図－ 1　「公共工事関係部署の DX推進プラン」とは（プランの位置づけ）
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成果目標としています（図－ 2）。
また，「i-Construction の推進」や「オンライ

ン監督・オンライン検査（遠隔臨場）」など個別
具体の取組について，令和 7年度までのロードマ
ップを定め，関係部署の職員（係長級）をメンバ
ーとする「公共工事関係部署DX検討会議」で進
捗確認やフォローアップを行う体制としています
（図－ 3，4）。

3.　‌‌本市の i-Construction の推進に‌
向けた取組

⑴　「i-Construction研修」の開催
市内建設業者や本市技術職員の人材育成を目指

し，「北九州トレーニングセンタ」（株式会社トプ
コン）での「ICT施工の体験会」や，「ASP・遠
隔臨場・BIM/CIMのオンライン研修」，「ICTを

図－ 2　「公共工事関係部署の DX推進プラン」の概要

図－ 3　「公共工事関係部署の DX推進プラン」の取組内容

図－ 4　  「公共工事関係部署の DX推進プラン」の 
取組事例
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活用した現場の見学会」を官民連携で開催してい
ます（図－ 5）。

⑵　ICT活用工事の試行対象の拡大
「土工（1,000 m3 以上）」や「舗装工」を対象に
受注者希望型で試行していた ICT活用工事（ICT
施工）において，令和 4年 11 月起工分から対象
に「小規模土工（1,000 m3 未満）」，「作業土工」，
「河川浚渫」，「法面工」を追加しました。今後も
「ICT 施工が実施しやすい環境づくり」を目指
し，試行対象のさらなる拡大に取り組むこととし
ています（図－ 6）。

⑶　i-Constructionの普及促進
平成 29 年度に地元建設業界と連携して設立し
た「北九州市 i-Construction 推進協議会」におい

て，研修や講演会の開催，ワーキンググループで
の情報交換を行っています（図－ 7）。
また，令和 4年度には，新たな建設業の担い手
となる Z世代（10 代後半から 20 代前半の若者）
の建設業に対するネガティブなイメージを払拭す
るため，ICT 活用工事を紹介する動画とマンガ
を制作し，本市ホームページに掲載しました（図
－ 8）。

4.　おわりに

本プランの取組である「i-Construction」を推
進し，「安全でスマートな建設現場」を実現する
ことで，「市内建設業や市役所の働き方改革」や，
本市の「SDGs やカーボンニュートラルの取組」
を進めてまいります。

図－ 6　ICT活用工事の対象工種の拡大

２．ICT活用工事（試行）の対象工種の拡大

図－ 5　i-Construction研修

１．人材育成「i-Construction 研修」（令和４年度のべ 513名参加）

図－ 7　北九州市 i-Construction推進協議会

３．北九州市 i-Construction 推進協議会【普及促進】

図－ 8　Z世代への PR

４．担い手不足解消に向けて、Z世代（若者）へ PR【普及啓発】
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